李商隠「無愁果有愁曲 北齋歌」について by 大山  岩根
35
李商隠「無愁果有愁曲　北齊歌」について
大　山　岩　根
關於李商隱的「無愁果有愁曲　北齊歌」
摘要
李商隱「無愁果有愁曲 北齊歌」是一首取材於北齊滅亡之史實
的詠史詩。該詩裏所用的「死」「鬼」「血」等字乃是「鬼才」李賀
在他詩裏經常使用的。因此許多註釋家認爲該詩是李商隱習效李賀
詩的風格的一個嘗試。筆者企圖對「無愁果有愁曲 北齊歌」裏採
用的史實進行分析，弄清李商隱對史實的看法。同時也分析李賀的
詠史詩，進而對比李賀 ‧ 李商隱兩者運用歷史典故的方式。最後
把「無愁果有愁曲 北齊歌」與李賀詩不同的獨特之處明顯出來。
はじめに
李商隠「無愁果有愁曲　北齊歌（無愁　果たして有愁となるの曲　北斉
歌）」（底本 16 頁）は、『樂府詩集』巻 75 にも収録されているが、元となる
古楽府が存在したのではなく李商隠自撰の楽府題であると考えられる。
「北斉」という国名、そして「無愁」の語から真っ先に想起されるのは、
６世紀中葉、北斉の実質的な最後の君主であり「無愁天子」と称された後
主高緯（在位 565 ～ 576 年）である。「無愁天子」の謂れについては、すで
に馮浩が注に挙げている通り
1 ）
、『隋書』巻 14、音楽志中に見える。その内
容は以下の通りである。
後主亦自能度曲、親執樂器、悅玩無倦、倚絃而歌。別採新聲、爲無愁
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曲。音韻窈窕、極於哀思、使胡兒閹官之輩齊唱和之、曲終樂闋、莫不殞
涕。雖行幸道路、或時馬上奏之、樂往哀來、竟以亡國。
後主亦た自ら能く曲を度り、親ら楽器を執り、悦玩して倦むこと無く、
絃に倚りて歌う。別に新声を採り、無愁曲を為る。音韻窈窕、哀思を極
め、胡児閹官の輩をして斉唱し之に和せしめ、曲終わり楽闋きて、涕を
殞さざるもの莫し。行幸の道路と雖も、或いは時に馬上に之を奏し、楽
往きて哀来り、竟に以て国を亡ぼす。
音楽の才能があった後主は自ら楽器を手にし、また時に弦楽に合わせ歌い、
新たなメロディーを取り入れて「無愁曲」を作った。その響きは奥深く、
哀しい思いに満ち溢れており、胡児や宦官たちに唱和させたが、曲が終わ
ると涙を零さぬ者はいなかった。行幸の道中、或いは時に馬上にあっても
「無愁曲」を奏し、音楽が尽きると共に哀しみが至り、ついに亡国の憂き
目に遭ったのである。
また『北齊書』巻８幼主紀には、「無愁曲」を盛んに歌ったが故に後主
が「無愁天子」と渾名された事が記されている
2 ）
。以上の事柄から李商隠が
詩題とした「無愁果有愁曲　北齊歌」の「無愁」とは、「無愁曲」及び
「無愁天子」こと後主高緯を指しているのは明白である。これと相対する
「有愁」とは北斉の滅亡を指すと考えられ、当然そこには国事を愁える事
無く北斉を滅亡へと追いやった後主への皮肉も込められているであろう。
ゆえに「無愁果有愁曲　北齊歌」は北斉滅亡の史実に取材した作品と言え
る。
従来「無愁果有愁曲　北齊歌」については、中唐の李賀の詩からの影響
が指摘されてきた
3 ）
。しかしそれは詩中に見える、「血」「鬼」「死」等と
いった文字が、「鬼才」李賀の詩を彷彿させるという、語彙レベルでの印
象批評に感じられる。そこで本稿では「無愁果有愁曲　北齊歌」について、
李商隠の「史」に対するスタンスを李賀のそれと比較しつつ、当該詩が李
賀詩を模倣した「習作」に過ぎないのか、そうでないとすれば当該詩の独
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自性は一体どこにあるのかを考察してみたいと思う
4 ）
。
1．李賀・李商隠の詠史詩における「史実」の扱い方
―李賀「馮小憐」と李商隠「北齊二首」を例に―
本節では、李商隠が後主高緯とその寵妃である馮小憐の逸話に基づき
作った詠史詩「北齊二首」（底本 593 頁）と、「馮小憐」の名をそのまま詩
題とした李賀詩との比較を行いたい。「北齊二首」もまた「無愁果有愁曲
　北齊歌」同様、北斉滅亡の史実に取材した詠史詩である。よって「北齊
二首」と「馮小憐」詩を比較し、それぞれにおける史実の扱い方を対照さ
せる事が以降の考察の一前提となると考えるからである。まずは李商隠
「北齊二首」を以下に示す。
一笑相傾國便亡　　一笑　相傾けば　国便ち亡ぶ
何勞荊棘始堪傷　　何ぞ労せん　荊棘にして始めて傷むべきを
小蓮玉體横陳夜　　小蓮の玉体　横陳せる夜
已報周師入晉陽　　已に報ず　周師晋陽に入るを
　（訳文）美女が一たび笑いかければ国などあっという間に滅ぶ。棘の
はびこる廃墟を目の当たりにしてやっと悲しむ事などない。馮小憐がそ
の艶めかしい肢体を後主のベッドに横たえたその夜、北周の軍隊が晋陽
を陥落させたとの知らせが届いたではないか。
巧笑知堪敵萬機　　巧笑　万機に敵するべきを知る
傾城最在著戎衣　　傾城　最も戎衣を着るに在り
晉陽已陥休迴顧　　晋陽　已に陥つるも　回顧するを休めよ
更請君王獵一圍　　更に君王に一囲を猟せんことを請う
　（訳文）輝く笑顔はもとより天子の司るあらゆる政務にも匹敵するも
の。しかし城をも傾けるその魅力は軍服に身を包んだ時にこそ最も発揮
されるのだ。晋陽はもう陥落してしまいましたが振り返るのなどやめま
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しょうよ、もう一度囲みを作って狩りを楽しみましょうよ、と馮小蓮は
後主におねだりする。
「北齊二首」についてはすでに別の拙稿で論じた事がある
5 ）
。その結論を
簡潔に述べるならば、「北齊二首」は女色に耽る事を戒め教訓的に詠じる
よりも、むしろかくも男性を虜にする馮小憐（小蓮）の蠱惑的な姿態を描
こうとする方に李商隠の関心が存在したのではないか、というものであっ
た。
今史書の記述との関連性から整理すると、第１首目末句「已に報ず　周
師晋陽に入るを」は、武平 7（576）年、北周の武帝宇文邕が北斉の拠点で
あった晋陽を陥落させた史実に基づく
6 ）
。
（武平七年）十二月戊申、周武帝來救晉州。庚戌、戰于城南、齊軍大敗。
帝棄軍先還。癸丑、入晉陽（中略）庚申、帝入鄴。丁巳、大赦。改武平
七年爲隆化元年（中略）詔除安德王延宗爲相國、委以備禦、延宗流涕受
命。辛酉、延宗與周師戰於晉陽、大敗、爲周師所虜。
（武平七年）十二月戊申、周の武帝来たりて晋州を救う。庚戌、城南
に戦い、斉軍大敗す。帝　軍を棄て先ず還る。癸丑、晋陽に入る（中略）
庚申、帝　鄴に入る。丁巳、大赦す。武平七年を改めて隆化元年と為す
（中略）詔して安徳王延宗を除して相国と為し、委ねるに備禦を以てす
るに、延宗涕を流して命を受く。辛酉、延宗　周師と晋陽に戦い、大敗
し、周師の虜とする所と為る。
北斉の滅亡を決定づけた出来事であるが、李商隠は前句「小蓮の玉体　横
陳せる夜」を配置する事で、刹那の快楽と取り返しのつかない破滅を鮮や
かに対照させて見せる。
第２首目後半「晋陽　已に陥つるも　回顧するを休めよ、更に君王に一
囲を猟せんことを請う」もやはり、狩猟の最中晋陽（晋州）に北周軍が迫
りつつあるという知らせを受けた後主がすぐさま帰還しようとしたものの、
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同行していた馮小憐が狩りを続ける事を後主にねだり後主もこれに従った
為、晋陽を北周に奪われた史実に基づく
7 ）
。
周師之取平陽、帝獵於三堆。晉州亟告急、帝將還、淑妃請更殺一圍、
帝從其言（中略）及帝至晉州、城已欲沒矣。
周師の平陽を取るに、帝　三堆に猟す。晋州亟かに急を告げ、帝　将
に還らんとするに、淑妃更に一囲を殺さんことを請い、帝　其の言に従
う（中略）帝の晋州に至るに及び、城已に没せんと欲せり。
史実に忠実である事は必ずしも詠史詩成立の絶対条件ではなく、無論そこ
に脚色的要素が混在する事もあるが、李商隠は巧みに史実を取り入れつつ、
僅か 56 文字の中に北斉滅亡のドラマを現出させている。
一方、李商隠に先立つ中唐の李賀もまた、「馮小憐」と題する詩（『李賀
詩集』巻 3）を遺している。
灣頭見小憐　　湾頭　小憐を見る
請上琵琶絃　　琵琶の絃を上さんことを請う
破得春風恨　　春風の恨みを破り得るも
今朝値幾錢　　今朝　幾銭に値せん
裙垂竹葉帶　　裙は垂る　竹葉の帯
鬢濕杏花烟　　鬢は湿る　杏花の煙
玉冷紅絲重　　玉冷やかにして　紅絲重く
齊宮妾駕鞭　　斉宮に妾は鞭を駕せり
　（訳文）水辺で見かけた馮小憐。琵琶の調べに乗せ一曲歌って貰おう。
しかし春の恨みを吹き飛ばした所で一体幾らの稼ぎになろうか。裳裾に
垂れかかるのは竹葉の帯、髪は煙るように咲き誇る杏の花に濡れている
かのよう。玉の撥は冷たく赤い絃も重く感じられるが、これでもかつて
は宮中に馬を乗り入れたご身分よ、と誇らしげに語る。
『北史』には、北斉滅亡後の馮小憐の、言わば後日譚と言うべきエピ
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ソードが載せられている。北周の武帝は馮小憐を異母弟である代王宇文達
に下賜する。代王の心を捕らえる事に成功し、讒言により代王の妃を死の
一歩手前まで追いつめた馮小憐であるが、間もなく北周も隋によって滅ぼ
される。隋の文帝は馮小憐を、今度は代王の妃の兄李詢に与えるが、李詢
の母に迫られ馮小憐は自殺する、というものである
8 ）
。
及帝遇害、以淑妃賜代王達、甚嬖之（中略）達妃爲淑妃所譖、幾致於
死。隋文帝將賜達妃兄李詢、令著布裙配舂。詢母逼令自殺。
帝の害に遇うに及び、淑妃を以て代王達に賜うに、甚だ之を嬖す（中
略）達の妃　淑妃の譖する所と為り、幾ど死に致らんとす。隋の文帝
将って達の妃の兄李詢に賜い、布裙を著て舂に配せしむ。詢の母　逼り
て自殺せしむ。
しかし李賀「馮小憐」詩にうたわれるような、馮小憐が民間に流れて芸人
となったという伝承は、史書を含め現存の資料からは確認出来ない。姚文
燮は「周兵鄴に及び、小憐諸井の中に出づ（周兵及鄴、小憐出諸井中）」と
注するが
9 ）
、その基づく所の資料が明示されておらず、恰も望文生義のよう
な観がある。
かくて「馮小憐」詩の解釈を巡り、李賀の生存当時、実際に起こった事
件を馮小憐に仮託して詠じた、とする解釈が多数提示されるに至る
10）
。それ
ら諸解釈の当否を判定する事は本稿の目的ではない。しかし現実にモデル
が存在したかどうかはさておき、李賀は史実に拘泥する事無く、彼なりの
想像力を馳せて独自の馮小憐像を詠じている事だけは確かなように思われ
る
11）
。かつこのような歴史上の人物の扱い方は、前述の李商隠のそれとは好
対照を成していよう。
以上李賀と李商隠、それぞれが馮小憐を詠じた詩についての比較を行っ
た。そこから浮かび上がって来たのは、両者の「史」に対するスタンスの
違いではなかったかと思う。そうした違いを踏まえた上で、本稿の主眼で
ある「無愁果有愁曲　北齊歌」の考察に入る事とする。
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2．「詠史」への傾斜
―李商隠の場合―
まず始めに、「無愁果有愁曲　北齊歌」を以下に示す。
東有青龍西白虎　　東に青龍有りて　西には白虎
中含福星包世度　　中に福星を含み　世度を包
か
ぬ
玉壺渭水笑清潭　　玉壺渭水　清潭を笑い　
鑿天不到牽牛處　　天を鑿つも到らず　牽牛の処
麒麟踏雲天馬獰　　麒麟　雲を踏み　天馬は獰
たけ
く
牛山撼碎珊瑚聲　　牛山撼碎す　珊瑚の声
秋娥點滴不成淚　　秋娥の点滴　涙を成さずして
十二玉樓無故釘　　十二の玉楼　故釘無し
推煙唾月抛千里　　煙を推し月を唾
は
きて　千里を抛ち
十番紅桐一行死　　十番の紅桐　一行に死す
白楊別屋鬼迷人　　白楊　別屋　鬼　人を迷わし
空留暗記如蠶紙　　空しく暗記を留むること　蚕紙の如し
日暮向風牽短絲　　日暮　風に向かいて　短絲を牽く
血凝血散今誰是　　血凝まるも血散じ　今誰か是なる
　（訳文）東には青龍、西には白虎（文武の臣下に喩える）、その中に守ら
れてある福星（木星を指す）の如き北斉の後主はこの世のあらゆる法規
を司るお方。敵国北周の都の近くを流れる渭水はせいぜい清らかな水を
湛えた玉壺のようなものと（その版図の狭さを）嘲笑い、天を穿たんば
かりの勢いで領土を拡げたが、さすがに牽牛のいる天上の世界までは至
れなかった。（後主が安逸をむさぼる間に）北周の軍勢は雲を踏みしめる
猛々しい天馬の如く押し寄せ、都を追われ斉の地まで逃れた後主が牛山
の麓で耳にしたのは、かの石崇が王愷の珍重する珊瑚を打ち砕く音。秋
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娥（宮女。馮小憐を指す）は涙を流そうにも涙は尽き果て、神仙の住居
にも比すべき北斉の宮殿は釘一本残らぬほど跡形も無く破壊されてし
まった。霧を押しのけるようにして月明かりの下千里の逃避行を図った
ものの、貴重な紅桐のようにやんごとなき北斉の皇族達は皆死に絶えて
しまった。白楊（墓所に植える木である）と墓守りの小屋の間を今なお
彷徨う彼らの魂は現世の人々を惑わせ、彼らの事績を記した蚕紙が空し
く遺されているだけ。日暮れ時、風にたなびくのは短い糸のような草、
恨みを抱いて死んだ者の血は地中で凝固して碧玉と化すというが、その
血すら散じてしまった今、一体誰が彼らの姿かたちを判別し得ようか。
「死」「鬼」「血」といった文字、天上の星や仙人の住居を用いた比喩な
ど、いずれも確かに李賀が好んで用いるものであり、李商隠がこれを踏襲
している事は間違いないであろう。本節では「無愁果有愁曲　北齊歌」が、
北斉滅亡の史実に基づき作成された詩という前提で、その詩中に取り込ま
れた史実について考察したい。
最初に取り上げたいのが、第６句目「牛山撼碎す　珊瑚の声」である。
「牛山」の語について馮浩は、『列子』力命篇に見える次の故事を典故とし
て挙げる。
齊景公游於牛山、北臨其國城而流涕曰、美哉國乎。鬱鬱芊芊、若何滴
滴去此國而死乎。使古無死者、寡人將去斯而之何。
斉の景公牛山に遊び、北に其の国城を臨み涕を流して曰く、美しきか
な国や。鬱鬱芊芊として、若何ぞ滴滴として此の国を去りて死するや。
古をして死なる者無からしめば、寡人将に斯を去りて何くにか之かんと
す、と。
「珊瑚」についても同じく馮浩が『晉書』巻 33、石苞伝に付された石崇
（苞の子）の伝より以下の記述を典故として挙げる。
崇字季倫、生於青州、故小名齊奴（中略）財産豐積、室宇宏麗（中略）
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與貴戚王愷、羊琇之徒以奢靡相尚（中略）武帝毎助愷、嘗以珊瑚樹賜之、
高二尺許、枝柯扶疏、世所罕比。愷以示崇、崇便以鐵如意擊之、應手而
碎。
崇字は季倫、青州に生まれ、故に小名は斉奴（中略）財産豊積、室宇
宏麗なり（中略）貴戚王愷、羊琇の徒と与に奢靡を以って相尚ぶ（中略）
武帝毎に愷を助け、嘗て珊瑚の樹を以って之に賜い、高さ二尺許、枝柯
扶疏として、世に罕比とする所なり。愷以って崇に示すに、崇便ち鉄の
如意を以って之を撃ち、手に応じて砕かる。
「牛山」と「珊瑚」の関連についてであるが、王愷の「珊瑚」を打ち砕
いた石崇の生まれた青州が、『列子』に登場する景公の統治した春秋時代
の斉の領域に属しており、地理上の関連が存在する。ではこの２語がいか
にして北斉の後主に結びつくのであろうか。『北齊書』巻８、幼主紀に以
下の記述が見える。
周軍奄至青州、太上窘急、將遜於陳、置金囊於鞍後、與長鸞、淑妃等
十數騎至青州南鄧村、為周將尉遲綱所獲。
周軍奄かに青州に至り、太上（筆者注：後主を指す、幼主に譲位した為
こう称す）窘急にして、将に陳に遜らんとし、金嚢を鞍後に置き、長鸞、
淑妃等十数騎と青州南鄧村に至り、周将尉遅綱の獲うる所と為る。
青州は都落ちした後主一行が捕虜となった地、すなわち北斉終焉の地でも
あったのだ。
「北斉」という国号は当然、牛山、青州をも包括する古の「斉」国とも
通じる。かくて斉の景公が死によって国を去らねばならぬ事を嘆き涙した
「牛山」の典故には、自らの国を失った後主の悲しみが投影される事とな
り、石崇が「珊瑚」を打ち砕く音はまさしく北斉王朝瓦解の響きとなるの
である。なおかつ貴顕の人物と奢侈を競い合った石崇の故事は、逸楽に耽
る余り国事を疎かにし、亡国の君主となり果てた後主にふさわしいエピ
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ソードであると言える。
更に「珊瑚」について付言するならば、杜牧「杜秋娘」詩（『新譯杜牧詩
文集』巻 1）に「珊瑚　高斉を破り、婢と作りて黄糜を舂く（珊瑚破高齊、
作婢舂黃糜）」と詠じる句がある。ここに見える「珊瑚」が馮小憐を指し
ている事は明白であり、李商隠や杜牧が生きた当時、馮小憐の異称として
「珊瑚」という呼び名が伝わっていたと推測される。してみれば「無愁果
有愁曲　北齊歌」に用いられた「珊瑚」は、奇しくも斉の地で終焉を迎え
た北斉の、うたかたの栄華の破滅を視覚的・聴覚的に印象付けているのみ
ならず、そこに破滅の一因となった馮小憐の姿を潜り込ませる事にもなる
と考えられよう。更に踏み込んで言えば、牛山を揺り動かした「珊瑚の
声」とは、馮小憐自身の慟哭や悲鳴をも指しているのではないだろうか。
以上「牛山撼碎す　珊瑚の声」句についての分析を行ってみた。表面上
は李賀「秦王飲酒」詩（『李賀詩集』巻 1）の著名な一句「羲和日を敲けば
　玻璃の声（羲和敲日玻璃聲）」を襲っているようでありながら、そこに重
層的に典故を詠じ込んで北斉滅亡に関わる史実を再現させているのである。
「僻典」と称される詩風を以て知られる李商隠らしい手法と評されよう。
しかしこうした手法は何も前述の一句に限るものではない。第８句目
「十二の玉楼　故釘無し」もまた然りである。「十二の玉楼」については黄
世中氏が指摘する如く、本来は仙人の住居を指す表現である
12）
。地上の壮麗
な建築物を、この世のものならぬ仙界の建築物に喩える事自体はそう珍し
い事ではない。しかしこれもまた、実は史実の記載と一致するものなので
ある。『北齊書』巻８、幼主紀に次のような記事がある。
承武成之奢麗、以爲帝王當然。乃更増益宮苑、造偃武修文臺、其嬪嬙
諸宮中起鏡殿、寶殿、瑇瑁殿、丹青雕刻、妙極當時。又于晋陽起十二院、
壮麗逾于鄴下。
武成（後主の父武成帝高諶、在位 561 ～ 565 年）の奢麗を承け、以
お も え
為ら
く帝王当に然るべし、と。乃ち更に宮苑を増益し、偃武修文の台を造り、
45
大　山　岩　根
其の嬪嬙の諸宮中に鏡殿、宝殿、瑇瑁殿を起て、丹青彫刻、妙は当時を
極む。又た晋陽に十二院を起て、壮麗は鄴下を逾えたり。
父帝に劣らぬ建築好きであった後主が晋陽に建てた十二院。その建物が
いかなるものであったかは詳らかではないが、「十二」という建物の数自
体、或いは仙人の住居としての「十二玉楼」を意識しまた模倣したもので
あったのかも知れない。従って李商隠のうたう「十二の玉楼」とは、後主
の建てさせた建築群の、この世のものとは思われぬ程の壮麗さの比喩であ
ると同時に、現実に存在した「晋陽十二院」なる宮殿をも指す事となる。
これもまた史実との整合性にも配慮した典故の運用と見なすべきであろう。
これに続く「故釘無し」は言うまでも無く、後主が国力を傾けてまで造
営に勤しんだ宮殿が、釘一本さえ残らぬほどの徹底的な破壊を被った事を
詠じるものである。この表現はすでに劉學鍇氏も指摘しているように、秦
の始皇帝が建築を命じた壮大な阿房宮を詠じた杜牧「阿房宮賦」（『新譯杜
牧詩文集』巻 1）の「釘頭磷磷として、在庾の粟粒よりも多し（釘頭磷磷、
多于在庾之粟粒）」との共通性が認められる
13）
。阿房宮もまた、始皇帝の在世
中に完成をみる事無く工事が続けられたものの、秦の滅亡後項羽によって
焼き払われた、と伝わる。北斉の滅亡後破壊を被ったであろう晋陽十二院
にも当然、阿房宮の最後が重ね合わされる筈である。いずれも「釘」とい
うミクロの対象物に焦点を当てつつ、杜牧は穀物倉庫に積まれた粟よりも
多いと詠じる事で阿房宮のマクロな全体像を想起させ、李商隠はその夥し
い釘が地上から尽く消え失せた事を詠じ滅亡後の虚無を際立たせている。
両者の個性の違いを考える上でも示唆に富むように思われる。
最後に、上に挙げた２句に比べればやや小さな指摘ではあるが、第７句
目に見える「秋娥」の「娥」字について、欧麗娟氏は『方言』から「娥、
嬴、好なり（中略）秦晋の間、凡そ好くして軽き者之を娥と謂う（娥、嬴、
好也（中略）秦晉之間、凡好而輕者謂之娥）」を注として引く
14）
。「秦晋の間」
の内、晋の領域は北斉の版図にも含まれる。この「秋娥」については従来、
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李賀が好んで用いる「秋」字に焦点が当てられそこから李賀詩の影響を読
み取ろうとする解釈が一般的であり、「娥」字については欧麗娟氏を除き
ほとんど注目してこなかったと言ってよい。しかしこれまでの考察から明
らかになってきた、李商隠の典故の運用手法に照らせば、李商隠が北斉と
の地理上の関連から、美女を示す語として意識的に「娥」を選択した、と
推測する事は決して的外れなものではないように思われる。
以上李商隠「無愁果有愁曲　北齊歌」について、史実との関連から焦点
を当てて考察を行ってきた。李賀の好む詩語を多くちりばめ、李賀風の詩
を志向している事は間違いないが、そこに巧みに史実や典故を潜り込ませ
る事で、北斉の栄華から滅亡への軌跡を詠じた「詠史詩」に仕立て上げよ
うとするとする意志が感じられよう。
3．「詠史」からの乖離
―李賀の場合―
前節では李商隠「無愁果有愁曲　北齊歌」について、李賀の詩風を襲い
つつもそこに史実を暗示する典故を巧みに取り入れている事を確認してき
た。ではかかる手法が果たして李商隠独自のものであるのかどうか、やは
りそれは李賀詩の分析を待たねばならない。よって本節では李賀の詠史詩
について、前節での考察同様、どれだけ史実との関連性があるかという点
から考察してみたい。考察の対象とするのは、李商隠「無愁果有愁曲　北
齊歌」との比較がしやすいよう、過去の栄華と現在の衰落が対比される、
懐古詩的な性格も有する詠史詩である。まずは「梁臺古意」詩（『李賀詩
集』巻 4）を取り上げる。
梁王臺沼空中立　　梁王の台沼　空中に立つ
天河之水夜飛入　　天河の水　夜飛びて入る
臺前鬪玉作蛟龍　　台前　玉を闘りて　蛟竜を作り
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緑粉掃天愁露濕　　緑粉　天を掃いて　露に湿るを愁う
撞鐘飲酒行射天　　鐘を撞き酒を飲み　射天を行い
金虎蹙裘噴血斑　　金虎の蹙裘　噴血斑らなり
朝朝暮暮愁海翻　　朝朝暮暮　海の翻るを愁え
長繩繫日樂當年　　長縄もて日を繫ぎ　当年を楽しまん
芙蓉凝紅得秋色　　芙蓉　紅を凝らし　秋色を得
蘭臉別春啼脉脉　　蘭臉　春と別れて　啼くこと脉脉
蘆洲客雁報春來　　蘆洲の客雁　春の来れるを報じ
寥落野湟秋漫白　　寥落たる野湟　秋漫ろに白し
　（訳文）梁王の築いた台や池は空中に聳える如くそそり立ち、銀河の
水が夜になると天上より注ぎ込む。台の前では玉を彫り組み合わせ蛟龍
の姿を造り、天に届かんばかりの竹（緑粉）は露に湿るのを愁えている。
鐘を撞き酒を飲んでは射天を行い、金の虎の縫取りの施された皮衣には
噴き出した血が飛び散り斑模様を成している。朝な夕なに天と海がひっ
くり返るのではないかと恐れ、どこまでも長い縄で太陽を繫ぎ止め時間
を停止させ、今この時をいつまでも楽しみたいと願った。あれから時は
流れ、秋の芙蓉の花には枯れる気配が漂い、蘭の花は過ぎゆく春との別
れを惜しみ涙する。蘆の茂る水辺を飛び立ち北へ帰る雁は春の訪れを告
げ、秋になると人気無き堀の水はいたずらに白く見える。
梁王とは前漢の景帝の同母弟である梁の孝王劉武を指す。宮殿や苑囿の
造営に熱心であったことでも知られる。そうした孝王の宮殿の遺跡を詠じ
た詩であるが、第１句目から４句目まではかつての宏壮華麗な様をうたう。
一般的にはその面積の広さが強調されがちではあるが、李賀は敢えて、空
中に屹立する台や天に届かんばかりの勢いで伸びゆく竹（緑粉）など、垂
直方向への広がりを強調する。
第 5・6 句目は後述するが、当時の歓楽の様。第 7・8 句目、海と天が
ひっくり返るような天変地異が起こらぬかと愁い、太陽を縄で繫ぎ止めて
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時間の進行を停止させ、この歓楽がいつまでも尽きる事無く続いていく事
を願うのである。最後の第９句目から 12 句目までは一転、現在の宮殿の
遺跡の姿が詠じられる。枯れ行く秋の芙蓉、春との別れに涙する蘭、春に
は北へと帰る雁、侘しく秋の気配が立つ堀の水、春から秋へと無限に続く
季節の循環の中でかつての宮殿も荒廃するに任せるばかり。あたかもかつ
て歓楽が永遠に続く事を願った孝王たちをあざ笑うかのように、と結ぶ。
問題となるのは第 5・6 句目である。孝王とその取り巻きが遊興に耽る
様子を詠じた句であるが、「射天」とはすでに王琦が指摘する通り、『史
記』殷本紀に見える、無道の王武乙が革袋に血を満たしてこれを吊し、下
から弓で射る行為を「射天」を称した、という故事に基づく。同様の故事
が同じく『史記』宋世家にも記されている。しかし王琦も述べる通り、肝
心の孝王については、孝王が「射天」を行ったという記述は見出されない
のである。故に王琦は、この２句を孝王が景帝の皇位継承者となれなかっ
たのを恨み、孝王が皇位継承者となる事を阻止した重臣袁盎らを暗殺した
事を詠じたものと解釈する
15）
。この解釈に従えば、天子たる兄景帝の権威を
蔑にするかのような孝王の行為は、まさに天に向かい矢を射かけるが如き
不遜の振る舞いであったと断じている事となる。
しかし史実との関連性という観点からみれば、李賀は史実に拘泥せず、
彼独自の奇想を駆使し、孝王とは全く関係の無い典故と結びつけて孝王の
振る舞いを描写している事となる。「梁臺古意」詩全体を見渡しても、実
は孝王に纏わる典故が一つも用いられていないのは注目に値する。強いて
挙げるとすれば、第４句目にある「緑粉」が、孝王の有した「修竹園」な
る庭園を想起させるのみである。
次に李賀「王濬墓下作」詩（『李賀詩集』巻 3）を見てみたい。
人間無阿童　　人間　阿童無し
猶唱水中龍　　猶唱う　水中の竜
白草侵烟死　　白草　煙に侵されて死し
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秋蔾遶地紅　　秋蔾　地を遶りて紅なり
古書平黑石　　古書　黒石平らかに
神劍斷青銅　　神剣　青銅を断つ
耕勢魚鱗起　　耕勢　魚鱗起き
墳科馬鬣封　　墳科　馬鬣封ず
菊花垂濕露　　菊花　湿露を垂れ
棘徑臥乾蓬　　棘径　乾蓬臥す
松柏愁香澀　　松柏　愁香渋り
南原幾夜風　　南原　幾夜の風ぞ
　（訳文）阿童はもうすでにこの世の人ではないが、彼をうたった「水
中の竜」の歌は今もなお歌い継がれている。白い草は煙に侵され枯れ死
に、秋の藜は地面を赤く染めるほどはびこっている。石に刻まれた王濬
の事跡はいつしか磨滅し、一緒に埋められた青銅の神剣も朽ち果てたこ
とであろう。墓所の周りには魚の鱗の如く田畑が押し寄せ、塚の盛り土
はその中にあってまるで馬の鬣を立てたかのよう。菊の花に置く露が滴
り、棘むす小路には枯れた蓬（ハハキグサ）が横たわる。松や柏から愁
えげな香りがたち、墓の南の原上には一体幾夜風が吹き渡った事であろう。
王濬は西晋の人。三国呉を滅ぼした功臣である。第１句目に見える「阿
童」は王濬の幼少期の呼び名。２句目「水中の竜」とは、『晉書』巻 34、
羊祜伝に見える、滅亡前の呉で流行した童謡「阿童復た阿童、刀を銜え浮
きて江を渡る。岸上の虎を畏れず、但だ水中の竜を畏る（阿童復阿童、銜
刀浮渡江。不畏岸上虎、但畏水中龍）」に因む。西晋の名将羊祜がこれを聞き、
王濬を益州の刺史に推挙し、王濬は後に水軍を率いて長江を下り呉を滅ぼ
す事となる。
その王濬の眠る墓を詠じた詩であるが、墓の主である王濬については冒
頭の２句で、王濬（阿童）はもはやこの世の人ではないが、王濬が呉を滅
ぼす事を予言した童謡（水中の竜）は今に至るまで伝わっている、と触れ
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られるのみである。白く干からびた草と地にはびこる藜（第 3・4 句目）、
磨滅した石碑と墓中にあって錆びて朽ち果てた剣（第 5・6 句目）はいず
れも王濬の墓所の荒廃した有様を詠じる。墓所が荒廃したのみならず、周
囲では古い塚が取り壊され田畑となりそれは魚鱗の如く連なり、王濬の眠
る塚はその中にあってまるで馬の鬣を立てたように孤立している（第 7・8
句目）。いずれは破壊され地上から消失してしまう運命にある事を言うの
であろう。
李賀は歴史に名を残す英傑としての王濬の事蹟にはほとんど興味を示し
ていない。これでは何故敢えて王濬の墓を詩に詠じたのか、その必然性も
また曖昧なままである。いかに歴史に名を残そうともやがてそれは長い時
間の経過の中で埋没し人々の記憶からも消え去ってしまう事実から沸き起
こる哀惜、もしくは忘れ去られる事に対する李賀自身の恐れを託して詠じ
るのみである。
以上李賀の詠史的作品を２首挙げてそこから浮かび上がる李賀の「史」
に対する意識の在りようを探ってみた。それをより明確に示す為にも、第
１節での考察と同様のものとなってはしまうが、再度李賀と李商隠両者の、
共通のテーマの下作成された詠史詩を比較してみたい。まずは李賀「華清
宮を過ぎる（過華清宮）」詩（『李賀詩集』巻１）を以下に示す。
春月夜啼鴉　　春月　夜鴉啼く
宮簾隔御花　　宮簾　御花を隔つ
雲生朱絡暗　　雲生じて　朱絡暗く
石斷紫錢斜　　石斷えて　紫銭斜めなり
玉椀盛殘露　　玉椀　残露を盛り
銀燈點舊紗　　銀灯　旧紗に点ず
蜀王無近信　　蜀王　近信無く
泉上有芹芽　　泉上　芹芽有り
　（訳文）春の月夜に鴉は鳴き、宮殿の御簾に隔てられた向こうには御
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苑の花が咲いている。雲が湧き上がると赤く塗られた窓格子が翳り、断
ち切れた石畳に沿うように紫の苔が生じている。玉の椀には残りの露が
盛られたまま、灯燭の覆い布には黒い煤が斑となって残っている。蜀に
逃れた玄宗の消息は途絶えたまま、泉から芹の芽が伸びている。
華清宮は言うまでも無く、唐の玄宗の冬の離宮。玄宗と楊貴妃のロマン
スの舞台としても知られる。唐詩において華清宮を詠じる例は枚挙に暇な
いほどあるが、中でもかつての華清宮の壮麗さと、現在の凋落ぶりとを対
比する懐古的色調の詩が目立つ
16）
。しかし李賀はそうした懐古的色調を払拭
し、眼前にある華清宮の姿のみを詩中に描いていく。華清宮、或いは玄宗
や楊貴妃に纏わる典故が見られないのも前掲の詩と同様である。第７句目
の「蜀王（玄宗を指す。安史の乱を逃れ蜀に逃亡したのでこう言う）」の語が
若干の手がかりになろうが、それでも詩題に「華清宮」を冠していなけれ
ばこの詩が華清宮を詠じた詩である事を読み取るのは難しいであろう。
一方の李商隠であるが、華清宮、及び玄宗と楊貴妃の事を詠じた詩を多
数残している。それらについては以前別の拙稿で論じたのでそちらに譲る
として
17）
、ここでは１首のみ、「華清の内厩門を過る（過華清内厩門）」詩（底
本 1668 頁）を取り上げたい。
華清別館閉黄昏　　華清の別館　黄昏に閉さる
碧草悠悠内厩門　　碧草悠悠たり　内厩の門
自是明時不巡幸　　自ら是れ明時なるも　巡幸せず
至今青海有龍孫　　今に至るも青海　竜孫有り
　（訳文）華清宮の諸々の建物は黄昏時に門を閉ざし、宮中の厩舎の門
の内側には青々とした草がどこまでも生い茂っている。今この安定した
時代になっても天子さまは華清宮を訪れず、遥か彼方の青海の地では今
でも名馬の子孫が生み出されている。
華清宮の凋落ぶりを、かつて豪奢を競ったであろう台榭楼閣や庭園では
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なく宮内の厩舎に焦点を当てて浮かび上がらせるのである。末尾の句「今
に至るも青海　竜孫有り」について程夢星は、名馬（竜孫）の産地であっ
た隴右地方（青海）が吐蕃の手に陥ちた為、馬の進貢数が激減した事実が
背景にある、とする
18）
。政治が正しく行われ安定した時代（明時）にありな
がら華清宮への天子の行幸は途絶えたまま、青海では今もなお、本来なら
中国に齎されていたであろう、名馬が生み出され続けているのだ、とうた
うのは他ならぬ唐王朝の衰退を表わさんが為であろう。そうした衰退と言
う厳然たる事実があってこそ、今眼前に広がる華清宮の荒廃した光景が存
在する。唐王朝の衰退は安史の乱より始まるが、李商隠はそれを単なる過
去の歴史上の出来事として捉えるのではなく、彼の生きた当時へと接続す
る、ビビッドなものとして捉えるようである。ここからも李商隠の「史」
に対する一種の執着が窺え、李賀のスタンスとの違いがより明らかになる
ように思われる。
おわりに
以上李賀詩の影響が強いとされる李商隠「無愁果有愁曲　北齊歌」につ
いて、そこに織り込まれた史実を検証し、そこから更に李賀と李商隠それ
ぞれの「史」に対するスタンスを比較考察してきた。「無愁果有愁曲　北
齊歌」が、李賀の好んで用いる字や発想を取り入れている事は疑いようが
ない。しかしそれと同時に、直接的ではないにせよ、北斉滅亡の史実を彷
彿とさせる典故が周到に配されている事も明らかとなった。「無愁果有愁
曲　北齊歌」は、北斉、そして最後の君主である後主が逸楽（無愁）から
滅亡（有愁）へと至るドラマを、北斉滅亡の序曲ともなった「無愁曲」と
絡めうたい上げた詠史詩である、と評する事が出来よう。
一方の李賀であるが、詠史詩、もしくは懐古的色調の強い詩であっても、
テーマとなる遺跡や人物に関わる典故にはほとんど興味を示さない。目の
前に広がる荒廃の有様、それは止まる事無くやがて地上から姿を消し去る
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まで続いて行くのであるが、李賀はそれを詳細に詩中に詠じるのである。
こうした比較から浮かび上がるのは、「史」への関心が極めて強い李商
隠と、過去の固定された相としての「史」から離れようとする李賀、両者
のスタンスの違いであったように思われる。「無愁果有愁曲　北齊歌」に
北斉滅亡の史実を織りこもうとする李商隠の手法はまさしく彼の独自性の
発露であった。更に付け加えるならば、李商隠の作として伝わる詠史詩は
約 60 首あり、これは総詩数の１割を占める。李商隠は唐代きっての詠史
詩の名手であったが、「無愁果有愁曲　北齊歌」にもまた、そうした李商
隠の個性が十分に発揮されており、決して李賀詩を模倣しただけの「駄
作」ではないと考えられる。
注
1） 馮浩『玉谿生詩集箋注』（上海古籍出版社、1998 年）巻１。
2） 盛爲無愁之曲、自彈胡琵琶而唱之、侍和之者以百數。人間謂之無愁天子。
3） 例えば朱鶴齢は「義山集中此等詩全學長吉」と述べ（朱鶴齢箋注・沈厚塽輯
評『李義山詩集』巻中、台湾学生書局、1973 年）、何焯は「此真鬼詩、大似長
吉手筆」と述べる（『義門讀書記』巻 58、上海古籍出版社、1992 年）。
4） 本稿に引用する李商隠詩の底本には劉學鍇・余恕誠『李商隱詩歌集解』
（2004 年増訂重排本、中華書局）を用いた。本文中では底本と呼称し、各詩タ
イトルの後ろに頁数を明記した。なお、李商隠詩以外の詩及び引用資料の底
本を以下に列挙する。李賀詩は葉葱奇『李賀詩集』（人民文学出版社、1959 年）、
杜牧詩は張松輝訳注『新譯杜牧詩文集』（三民書局、2002 年）、『列子』は『列
子集釋』（新編諸子集成）、正史の引用は全て中華書局標点本に拠る。
5） 大山岩根「李商隱『北齊二首』について」。『集刊東洋學』第 95 号所収。
2006 年。
6）『北史』巻 8、齊本紀下。
7）『北史』巻 14、后妃伝下。
8）『北史』巻 14、后妃伝下。
9）『姚文燮昌谷集註』巻 3。底本は『三家評注李長吉歌詩』（上海古籍出版社、
1998 年）所収。
10） 煩雑を避けるため全ては取り上げないが、①宮中に入る女芸人の姿を馮小
憐に喩え詠じたとする説（王琦『李長吉歌詩王琦彙解』巻 3、『三家評注李長
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吉歌詩』所収）、②劉禹錫「泰娘歌引」にうたわれる、主人韋夏卿の死後民間
に放逐された歌妓泰娘に出会った李賀が馮小憐の姿と重ね合わせて詠じたと
する説（葉葱奇『李賀詩集』巻３）など。なお原田憲雄「馮小憐」（原田憲雄
『李賀論考』所収、朋友書店、1980 年）はまさしく「馮小憐」詩についての専
論であるが、原田氏は代宗の皇后沈氏の事を馮小憐に託して詠じた、と解釈
している。
11） 杜牧は「杜秋娘詩」（『新譯杜牧詩文集』巻１）で、馮小憐の末路を「珊瑚破
高齊、作婢舂黃糜」と詠じている。これは注８に挙げた『北史』の記述に基
づくものである。中～晩唐期の詩人達が馮小憐の最期をどのように捉えてい
たかを考える上での傍証となろう。
12）“十二楼”道教伝説為仙人居処、在崑崙山上、或作“十二瓊楼”（中略）《史
記・封禅書》：“黄帝時為五城十二楼、以候神人。”《漢書・郊祀志下》：“五城
十二楼。”師古注引応劭曰：“崑崙山上一面輒有四百四十門、門広四里、内有
五城十二楼。”李白《経乱離後贈江夏韋太守良宰》：“天上白玉京、十二楼五
城。”元稹《留呈夢得子厚致用》詩：“心知魏闕無多地、十二瓊楼百里西。”（黄
世中『類纂李商隠詩箋注疏解』第５冊 3592 頁、黄山書社、2009 年）。
13）「無故釘」、即杜牧阿房宮賦「釘頭磷磷、多於在庾之粟粒」之謂（底本 22 頁）。
14） 欧麗娟『大唐詩魁　李商隠詩選』（五南図書出版公司、1999 年）7 頁。なお
『方言』の底本は周祖謨『方言校箋』（中華書局、1993 年）を用いた。
15） 史記殷本紀、帝武乙無道、爲革嚢盛血、仰而射之、命曰射天。宋世家、宋王
偃盛血以韋嚢懸而射之、命曰射天。梁孝王未嘗有射天事。當是喩言其怙親無
厭、時有犯上之意。蓋指其不得爲嗣、陰使人刺殺漢臣袁盎等十餘人（王琦『李
長吉歌詩王琦彙解』巻４）。
16） 杜牧「華清宮三十韻」詩（『新譯杜牧詩文集』巻２）、張祜「和杜舎人題華清
宮三十韻」詩（『張承吉文集』巻 10）、温庭筠「過華清宮二十二韻」詩（『温飛
卿詩集箋注』巻６）「鴻臚寺有開元中錫宴堂樓臺池沼雅爲勝絶荒涼遺址僅有存
者偶成四十韻」詩（『温飛卿詩集箋注』集外詩）、鄭嵎「津陽門詩」（『全唐詩』
巻 567）など。
17） 大山岩根「李商隱詠史詩考 ― 玄宗・楊貴妃故事を巡って」（『文化』第 67
巻第 1・2号所収、2003 年）。
18） 義山生當大和開成之世、則馬政之衰可知、而華清之備遊幸者、自無復昇平之
故事矣。又其時吐蕃屢寇、自肅宗以來隴右嘗爲其所陥。凡苑牧蓄馬皆然、則
求如開元時突厥互市、中國得其善馬者、勢不可得、而青海龍種惟在其國中矣。
故義山因過華清内厩作詩、以嘅歎之也（朱鶴齢箋注、程夢星刪補『李義山詩
集箋注』巻中、廣文書局、1972 年）。
